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取組内容
・市が整備する備蓄品以外に、啓発活動により個人備蓄の推進をめざす。
・小学校区やコミュニティ単位での自助・共助の機能を高める防災活動を推進する。

１．令和３年度の取組内容・結果

〇 防災ハンドブックの作成・配布【防災ハンドブック①】

〇 災害への備えや個人備蓄についての啓発活動の実施
　  ・防災講演会 (参加者：224名)
　　・出前講座 （7か所）
　　・広報掲載 （6月号）
　　・市役所南館1階フロアに防災啓発コーナーを設置 【資料１】

〇 市総合防災訓練の実施
　　緊急事態宣言下のため、職員のみで避難所開設訓練を実施。新型コロナウイルス感染症等の感染防
　　止対策を踏まえた受付方法（ゾーニング）や、避難所用屋内テントを設営したレイアウトを確認。

〇 自主防災組織による防災訓練の実施
　　参加人数を減らしたり、訓練内容を工夫して防災訓練を実施。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（単位：団体）

※　新型コロナウイルス感染症の感染拡大防止のため、3つの密（密閉、密集、密接）を避けることが求めら
　 れ、防災訓練等の防災活動を実践する機会が減少した。

２．令和４年度における現状・課題

○令和3年7月に実施した市民アンケートでは、「家庭での防災の備えができている」と答えた割合が42.6
　 パーセント（平成28年8月実施のアンケートでは33.4パーセント）で、半数以上は備えができていない状
　況であり、引き続き災害への備えに対する意識を高める取組を行っていく必要がある。

○令和2・3年度は、新型コロナウイルス感染症の影響で、防災訓練等の防災活動を実践する機会が減少
　  した。防災は、日常生活ではあまり意識されず、災害が起きたり、防災について考える機会をきっかけに
　 意識が高まる。新型コロナウイルス感染症の収束が見えない中で、災害はいつ起こるか分からないため、
　 感染症対策を講じながら防災活動を実践していく必要がある。

○避難所は、避難所に避難する地元の自治会や自主防災組織での運営が基本となるため、新型コロナ
　 ウイルス感染症等の感染防止対策を踏まえた避難所の開設・運営方法を共有しておく必要がある。

個別取組事項 防災意識の高揚

第３次行政改革大綱個別取組事項ヒアリングシート

所管課 危機管理課

主要取組事項
１０本の柱

①市民などとの連携・協働

令和3年度 令和2年度 令和元年度
自主防災連合会 3 4 7
単独自主防災会 38 25 100
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＜防災意識の向上＞
〇 高潮ハザードマップの配布（4月）【新規】
〇 広報掲載（6月号・指定避難場所、指定避難所、市防災メールの登録など）
〇 市防災メールの月1回テストメール送信時に、啓発情報を掲載【新規】【資料２】
〇 災害情報をSNS（LINE、Twitter、Facebook）を活用して発信【新規】【資料２】
〇 台風接近等が見込まれる場合に、市防災メールやSNSで災害への備えの呼びかけを実施 【資料２】

＜個人備蓄の推進＞
〇 備蓄食料（入れ替え）を活用した、「たすかるバッグ」や個人備蓄（ローリングストック）の啓発
　　（自主防災会、中学校、関係団体（社会福祉協議会、防災・減災の会、赤十字奉仕団等）を通じて
　　実施）【防災ハンドブック②】
〇 備蓄用粉ミルクと哺乳ボトル（入れ替え）を母子保健事業来所者へ配布し、乳児を育てる家庭での
　  備蓄を啓発（4月、5月、12月、1月）【新規】
〇 出前講座の実施（随時受付・10か所）

＜防災活動の推進＞
〇 自主防災組織向け防災訓練マニュアルを作成し、自主防災会へ配布（4月）【新規】
〇 防災訓練の実施（令和4年12月末現在）
　・小学校区またはコミュニティ単位での防災訓練（7団体・時期は各地区で設定）
　・単独自主防災会での訓練（41団体・時期は各自主防災会で設定）
　・市総合防災訓練（8月）【資料３】
〇 自主防災会による先進地視察を実施（大府市・10月）【資料４】
〇 海部地区市町村合同で防災リーダー養成講座（12月）、防災ボランティアコーディネーター養成講
    座（1・2月）の開催
〇 関係団体が実施する防災活動への物品貸出等の協力（随時）

３．令和４年度の取組計画

目
的
・
効
果

○ 個人備蓄の推進
　　災害時の物資不足を減らすことで、避難生活の混乱を軽減したり、在宅避難を可能とする。

○ 自主防災会同士の連携と機能強化
　　災害時の避難所運営には市民の主体的な行動が必要であり、各地区の自主防災会同士の協働が
　　必須である。市と自主防災会との間で、平常時から協力関係を築き、実践的な訓練を積み重ねて
　　いくことで、自主防災会同士の連携と機能強化を図る。

実
施
内
容

〇 防災意識の向上を図るため、防災に関する情報を発信
〇 家庭内備蓄を推進するため、「たすかるバッグ」や個人備蓄（ローリングストック等）を啓発
〇 小学校区またはコミュニティ単位で行う避難所運営訓練を推進。また、新型コロナウイルス感染症等
　　の感染防止対策を踏まえた避難所の開設・運営方法を共有
〇 自主防災連合会の結成に向けた助言・サポート
〇 自主防災会が行う防災訓練への助言・サポート
〇 防災活動を推進する人材の育成、関係団体への協力



防災ぎゃらりー    資料１ 

 
 
 
 

 



愛西市防災メール等（配信例）    資料２ 
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    愛西市総合防災訓練    資料３ 

新型コロナウイルス感染症

対応避難所受付訓練 

避難所用屋内テント 

設営訓練 

イメージ図 

マイタイムライン 

作成訓練 

避難所ルールづくり 



自主防災会「先進地視察研修会」  資料４ 

 

 

 

 

 

 

共和西自主防災会による事例紹介・意見交換会 集合写真 

水害体験コーナー 地震体験コーナー 

防災学習コーナー 地震・水害ライブステージ 






